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襖
の
下
張
り

平
成
二
十
九
年
一
月
八
日

家
に
襖
が
何
枚
あ
っ
た
か
、
数
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
体
で
退
避
し
た
襖
を
数
え
る
と
約
三
十
枚
で
し
た
。
建
具
の
ネ
ズ

ミ
に
か
じ
ら
れ
た
箇
所
、
す
り
減
っ
た
部
分
の
修
理
を
始
め
て
い
ま
す
。
修
理
の
前
に
唐
紙
を
取
除
き
ま
し
た
。
そ
の
時
剥
が
し
た
下

張
を
文
字
が
あ
る
紙
片
で
分
離
す
る
と
千
片
を
越
え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
興
味
深
か
っ
た
建
物
関
連
、
大
坂
か
ら
の
手
紙
、
買
物
リ
ス

ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
建
物
関
連

前
半
が
欠
け
て
い
ま
し
た
が(
左
下
写
真)

、
修
復
工
事
担
当
文
健
協
殿
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
調
べ
る
と
別
の
襖
か

ら
前
半(

次
頁
写
真)

あ
り
こ
れ
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

書
出
し

正
月
十
日

一

九
匁
六
分

杉
薄
板弐

間

二
月
四
日

一

五
分

丈
（
垂
）

樽

木壱
本

同
日

一

壱
匁
九
分
五
り

壱
間
敷三

丁

同
日

一

弐
匁

九
尺
四
寸
ニ

五
寸

壱
丁

二
月
十
一
日

一

壱
匁

松
壱
寸壱

枚

同
日

一

三
匁
六
分

松
板

（
並
）

并

八
分

同
日

一

三
匁
四
分

杉
板

五
枚

同
月
十
四
日

一

壱
匁

一
寸
五
分

百
五
十

同
日

一

壱
匁

一
寸

弐
百
本

同
日

一

壱
匁

二
寸
五
分

五
十

同
廿
八
日

一

三
匁
八
分

（
し
い
）

志
以
板
八
分

壱
枚

松
六
分
板

弐
枚

三
月
三
日

一

壱
匁

二
寸

七
十

同
廿
日

一

壱
匁
八
分

杉
四
分
板

半
切
三
枚

四
月
六
日

一

八
分
五
り

一
間

（
垂
）

樽

木



2

三
本

閏
四
月
廿
六
日

一

壱
匁
弐
分

（
し
い
）

志
以
八
分
板

壱
枚

五
月
三
日

一

弐
拾
壱
匁

杉
薄
板五

間

同
日

一

四
匁
八
分

杉
蔵

（
貫
）

抜四
丁

同
日

一

壱
匁
六
分

松
蔵

（
貫
）

抜弐
丁

五
月
七
日

一

弐
匁

四
寸

四
十

同
日

一

壱
匁

三
寸

三
十

同
日

一

弐
匁

壱
寸

四
百
本

同
日

一

壱
匁
壱
分

松
蔵

（
貫
）

抜

←

壱
丁

同
日

一

九
分

一
間

（
垂
）

樽

木

三
本

同
八
日

一

壱
匁
四
分
三
り

二
寸

弐
百
本

同
十
六
日

一

壱
匁
壱
分

杉
蔵

（
貫
）

抜壱
丁

同
日

一

壱
匁

三
寸

三
十

同
十
七
日

一

弐
匁

二
寸
五
分

百
本

同
日

一

壱
匁
弐
分

松
壱
寸
板

壱
枚

六
月
卅
日

一

弐
匁
九
分

松
五
分
板

三
枚

同
日

一

六
分

二
寸
五
分

三
十

〆

七
拾
八
匁
三
分
三
り

大
工
ノ

次
平

七
月

安
岡
寿
之
助
様

最
初
、
蔵
の
字
が
読
め
た
の
で
文
助
日

記
に
蔵
の
建
直
し
を
天
保
七
年
に
行
っ
た

と
あ
る
の
で
、
安
岡
寿
之
助(

三
代
目
安
岡

覺
兵
衛
の
幼
名
文
助
の
兄)

が
蔵
建
て
直

←分

←閏
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し
た
考
え
ま
し
た
。
が
、
文
建
協
殿
の
翻
刻
・
調
査
で
蔵
貫
は
蔵
と
関
係
な
く
「
大
貫
」
な
ど
と
同
じ
資
材
名
称
で
、
建
物
の
「
蔵
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
翻
刻
で
次
の
こ
と
も
教
わ
り
ま
し
た
。
『
「
分
」
と
翻
刻
し
て
い
る
部
分
は
、
「
分
」
を
こ
の

よ
う
な
崩
し
方
と
す
る
例
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
「
ひ
（
飛
）
」
に
似
て
い
る
の
で
す
が
、
「
ひ
（
飛
）
」
で
す
と
意
味
が
通
ら
な
い

の
で
、
「
分
」
に
飾
り
を
付
け
た
崩
し
字
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
』(

前
頁
下
部
参
照)

。

こ
の
資
料
に
年
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
岡
寿
之
助(

我
家
三
代
目
安
岡
覺
兵
衛
の
幼
名)

の
時
代
と
、
こ
の
閏
四
月
記

載
か
ら
天
保
九
年
と
判
明
し
ま
す
。
こ
の
閏
月
は
六
十
干
支
（
甲
子
な
ど)

と
同
様
に
年
代
推
測
す
る
重
要
な
古
文
書
の
情
報
で
す
。
天

保
九
年
に
ど
こ
か
に
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
も
し
か
し
て
米
蔵
の
前
の
納
屋
か
。

さ
ら
に
整
理
し
て
い
る
と
建
物
関
連
と
思
わ
れ
る
紙
片
が
一
枚
出
て
来
ま
し
た
。
前
半
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
翻
刻
を
文
建
協

殿
に
お
願
い
し
、
次
の
結
果
を
得
ま
し
た
。

一

弐
匁
弐
分

□
□
分
板

壱
枚

同
日

か
へ

一

弐
匁
八
分

杉
壱
寸

壱
枚

同
九
日

か
へ

一

三
匁
三
分

弐
寸
五
分

百
五
十

同
十
日

か
へ

一

三
匁
九
分

松
壱
寸

二
枚

（
し
い
）

志
以
八
分
板

壱
枚

同
十
二
日

か
へ

一

壱
匁
三
分
五
り

（
榑
）

く
れ
板

弐
枚

同
日

か
へ

一

六
分
五
り

く
王
ぶ
ろ

←
代

〆

七
拾
八
匁
弐
分
六
り大

工
ノ

次
平

七
月

安
岡
源
右
衛
門
様

宛
先
が
安
岡
源
右
衛
門
で
寿
之
助(

幼
名)

か
ら
安
岡
源
右
衛
門
に
改
名
し
た
の
が
天
保
十
年
で
す
。
釜
屋
の
西
に
増
築
が
、
柱
に

残
さ
れ
た
墨
書
か
ら
天
保
十
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
は
こ
の
記
録
と
思
い
ま
し
た
。
す
る
と
『
今
回
の
文
書
内
に
「
く

れ
板
」
が
あ
り
、
縁
の
長
手
方
向
に
張
っ
た
縁
を
「
く
れ
縁
」
と
い
い
、
こ
れ
に
用
い
る
板
を
指
す
の
で
す
が
、
釜
屋
に
は
縁
が
な
い

の
で
、
他
の
建
物
に
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
隠
居
屋
？
）
』
と
辻
田
さ
ん
か
ら
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

残
っ
て
い
る
資
料
で
源
右
衛
門
の
天
保
十
年
以
降
の
文
書
で
貢
物
関
連
で
な
い
の
を
調
査
す
る
と
、
い
ず
れ
も
天
保
十
四
年
で

す
が
、
一
つ
は
郷
士
の
初
駆
の
騒
動
関
連
と
、
弓
の
稽
古
の
記
録
で
す
。
そ
の
弓
稽
古
に
地
域
の
郷
士
も
数
多
く
参
加
し
社
交
場

の
感
で
す
。
安
岡
源
右
衛
門
の
稽
古
日
数
は
特
出
し
年
に
二
百
十
三
日
で
す
。
こ
の
射
場
の
建
立
か
、
改
築
し
た
と
推
測
し
ま
し

た
。
天
保
九
年
戌
年
根
居
差
引
帳
に
矢
立
を
大
工
重
八
が
作
っ
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
天
保
九
年
も
納
屋
で
な
く
射
場
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
弓
術
も
十
五
年
後
の
安
政
に
は
銃
・
砲
術
に
座
を
奪
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

前
の
翻
刻
の
後
半
に
あ
る
「
く
王(

わ)

ぶ
ろ
」(*

王

わ
の
変
体
仮
名)

は
鍬
風
呂
で
農
具
の
「
鍬
の
一
種
で
木
の
板
に
刃
床
部
を

作
り
、
刃
先
の
み
に
鉄
を
接
合
し
た
。
刃
床
部
の
木
製
部
分
を
風
呂
と
言
っ
た
」
ま
た
は
鍬
の
柄
を
入
れ
る
部
分
を
鍬
風
呂
言
う

こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
主
生
活
で
も
農
作
業
の
道
具
は
用
意
し
て
い
た
の
で
す
ね
。
専
門
用
語
を
教
え
て

頂
き
推
理
を
助
け
て
貰
い
二
枚
の
下
張
な
ど
か
ら
新
し
い
発
見
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
下
張
り
か
ら
の
も
う
一
つ
の
発
見
。
現
在
の
修
理
保
存
工
事
は
国
、
県
、
市
の
予
算
で
動
い
て
い
ま
す
の
で
、
業
者
さ
ん
へ
の

支
払
い
は
年
一
回
で
す
。
大
工
次
平
さ
ん
も
工
事
開
始
か
ら
竣
工
ま
で
一
回
の
請
求
で
、
そ
れ
も
資
材
だ
け
で
す
。
人
役
賃
は
別
の
請

求
が
あ
る
の
か
知
れ
ま
せ
ん
。
一
括
請
求
は
資
産
が
な
い
と
出
来
な
い
運
営
、
大
規
模
な
大
工
だ
っ
た
か
次
平
、
家
の
記
録
か
ら
は
大

工
次
平
は
こ
れ
以
外
に
登
場
し
ま
せ
ん
。
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◆
中
井
先
⽣

⼤
坂
学
問
所

次
に
紹
介
す
る
の
は
後
が
切
れ
、
書
い
た
人
、
宛
先
、
発
信
日
も
欠
け
て
い
る
手
紙
と
思
わ
れ
る
七
行
の
資
料(

左
写
真)

で
す
。
こ
の

資
料
を
見
て
ま
ず
、
読
め
た
字
が
「
中
井
先
生
」
と
「
大
坂
今
橋
」
で
す
。
専
門
知
識
を
持
た
な
い
者
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利

で
、
こ
れ
ら
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
「
懐
徳
堂
は
享
保
９
（
１
７
２
４
）
年
、
中
井
甃
庵
（
し
ゅ
う
あ
ん
）
ら
が
創
設
し
た
学

問
所
で
明
治
２
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
１
４
５
年
に
わ
た
り
、
中
井
竹
山
（
ち
く
ざ
ん
）
・
履
軒
（
り
け
ん
）
、
五
井
蘭
洲
な
ど
す
ぐ

れ
た
指
導
者
の
も
と
で
、
山
片
番
挑
（
ば
ん
と
う
）
、
富
永
仲
基
ら
を
輩
出
す
る
」
そ
し
て
そ
の
場
所
が
今
橋
の
尼
ヶ
﨑
に
あ
っ
た
と

あ
り
、
「
読
め
た
字
」
と
合
致
し
ま
す
。
懐
徳
堂
で
は
全
国
の
子
弟
を
武
士
・
庶
民
の
別
な
く
入
学
さ
せ
，
主
に
朱
子
学
を
教
育
し
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
で
興
味
を
持
ち
崩
し
辞
書
を
引
き
な
が
ら
翻
刻(

不
明
文
字
が
多
い
で
す
が)

を
次
に
示
し
ま
す
。

従
大
坂
一
筆
致
啓
上
□
ヲ
以
於
有
事
之去

□

故
御
平
安
ニ
可
被
成
御
□
様
子
之
と
存
候

□
□
事
毛
ル
□
在
坂
毛
他
事□

□

相
可
ヽ
里
候
只
今
ハ
中
井
先
生学

■

行
納
ニ
而
学
寮
ニ
滞
宿
致
居
候

先
生
学
校
ハ
大
坂
今
橋
尼
﨑
町

候
其
処
ニ
将
軍
家
ゟ
住
置
被
成
候
□

自
分
勝
手
な
解
釈
で
文
字
だ
け
追
っ
て
読

む
と
「
大
坂
に
到
着
し
、
手
紙
を
出
し
て
い
ま

す
。
大
坂
は
平
安
で
す
。
〈
不
明
〉
他
事
に
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
中
井
先
生
の
下

で
学
業
を
行
な
い
、
学
寮
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
學
校
は
大
坂
今
橋
尼
﨑
町
で
す
。
こ
こ

は
将
軍
よ
り
認
可
さ
れ
た
・
・
」
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
の
将
軍
云
々
は
こ
の
学
問
所(

懐
徳

堂)

が
享
保
十
一
年
年
将
軍
徳
川
吉
宗
な
ど
の

援
助
が
あ
り
半
官
半
民
の
学
校
だ
っ
た
こ
と

を
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

問
題
は
誰
が
何
時
、
誰
宛
に
出
し
た
手
紙
か
で
す
。
作
者
を
安
岡
関
係
者
に
限
っ
て
も
別
に
紹
介
し
た
廣
助
の
旅
行
か
ら
何
人
も
行

っ
て
ま
す
。
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
廣
助
の
大
坂
の
行
動
不
明
点
は
あ
り
ま
す
が
、
訪
ね
て
学
業
す
る
雰
囲
気
は
日
記
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
政
四
年
頃
、
恒
之
進
も
高
知
江
戸
往
復
し
そ
の
旅
日
記
が
あ
り
ま
す
が
、
訪
ね
た
よ
う
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

香
我
美
郡
王
子
村(

現
在
の
香
我
美
町
徳
王
子)

岩
井
孫
六
も
同
じ
時
期
の
同
じ
よ
う

な
江
戸
日
記
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
も
こ
の
学
問
所
訪
問
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
裏
付
け
な
し
の
雰
囲
気
か
ら
、
学
問
所
を
知
っ
て
い
る
考
え
ら
れ
る
最
有

力
は
覺
之
助
で
、
安
政
四
年
に
長
崎
か
ら
江
戸
へ
行
き
高
知
に
戻
り
、
そ
の
後
も
上

坂
し
て
い
ま
す
。

字
の
鑑
定
を
と
京
都
か
ら
嘉
助
に
宛
て
た
手
紙
に
書
か
れ
て
先
生
の
字(

下
写
真

左)

と
中
井
先
生
の
を
比
較
し
て
み
ま
す
。
似
て
な
い
。
因
に
手
紙
に
二
箇
所
あ
る
先

生
と
学
の
字
が
同
じ
。
崩
し
字
で
も
癖
が
出
て
い
ま
す
。
文
書
の
前
半
の
「
平
安
ニ
可
被
成
」
の
箇
所
も
気
に
な
り
ま
す
。
「
大
坂
に

来
た
ら
大
坂
は
平
安
」
と
読
む
と
勤
王
だ
な
ん
だ
の
京
師
比
べ
平
安
だ
と
す
る
と
文
久
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
覺
之
助
、
恒
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之
進
、
権
馬
、
覚
馬
、
道
之
助
等
候
補
者
が
複
数
い
ま
す
。
今
回
の
の
探
索
は
こ
れ
以
上
出
来
な
い
の
で
こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
。

手
紙
の
発
信
者
、
宛
先
、
時
期
は
判
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
が
、
大
坂
で
勉
学
に
励
ん
だ
人
が
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

◆
断
⽚
・
家
計
簿

今
度
は
家
庭
生
活
に
入
り
込
み
ま
す
。

日
常
の
食
事
関
連
の
家
計
簿
が
あ
り
ま
し
た
。
金
銭
の
単
位
な

ど
か
ら
近
世
に
入
っ
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
複
数
に
切
断

さ
れ
完
全
に
一
枚
に
繋
げ
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
二
片(

下
写
真

上

と
下
の
断
片
は
関
連
無
し

形
式
確
認
の
た
め
連
結)

を
紹
介
し

ま
す
。
一
片(

下
側)

に
品
物
の
リ
ス
ト

白
米
一
升
五
合
、
み
そ
、

電
氣
料
、
ち
く
わ
一
ツ
、
う
る
め
、
た
わ
し
一
ツ
、
醤
油
二
合
、

酒
■
合
、
白
米
一
升
五
合
、
酒
二
合
、
白
米
一
升
、
シ
ョ
ー
ジ
紙
、

ち
く
わ
□
シ
、
酒
一
合
、
カ
ン
ヅ
ツ
一
本
、
天
ぷ
ら
一
ツ
、
も
う

一
片(

上
側)

に
日
付
と
金
額
の
リ
ス
ト
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日

付
と
金
額
を
見
る
と

二
十
二
日

十
三
銭
五
厘
・
・
二
十
三
日

四
十
銭
五
厘
・
・
二
十
四
日
・
・
と
毎
日
買
物
を
行
い
、
金
銭
単

位
が
銭
、
厘
で
す
の
で
明
治
以
降
で
電
氣
料
の
項
目
が
あ
り
ま
す

の
で
昭
和
初
期
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
品
の
買
物
を
毎
日
す
る

こ
と
は
山
北
で
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
安
岡
章
太
郎
の
小
説
に
「
酒

屋
へ
三
里
、
豆
腐
屋
へ
二
里
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
説
が
Ｙ
村

＝
山
北
の
こ
と
す
る
と
少
し
誇
張
が
あ
り
ま
す
。
本
当
は
豆
腐
屋

一
里
先
の
赤
岡
町
ま
で
行
け
ば
あ
る
し
、
酒
は
家
近
く
の
前
田
の

店
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
事
実
は
「
酒
屋
は
近
く
、
豆
腐
屋
へ
一
里
」

で
す
が
、
こ
れ
で
は
小
説
に
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
初
期
安
岡
の
家
で
は
白
米
、
味
噌
、
醤
油
自
家
製
な
の
で

他
家
の
家
計
簿
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
か
他
人
の
家
を
覗
く
感
じ
で

も
う
少
し
探
訪
を
し
て
み
ま
す
。

白
米
を
二
日
毎
に
一
升
ほ
ど
購
入
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
核
家

族
で
は
考
え
ら
れ
な
い
量
で
す
。
ウ
ル
メ
、
ち
く
わ
を
毎
日
の
よ

う
に
購
入
し
て
い
ま
す
。
海
沿
い
の
家
で
新
鮮
な
の
を
毎
日
購
入

出
来
た
の
で
し
ょ
う
。
品
に
惣
菜
関
連
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
自

家
製
の
野
菜
を
料
理
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
酒
を
毎
日
の
よ

う
に
一
か
ら
二
合
購
入
し
て
い
ま
す
。
ウ
ル
メ
、
ち
く
わ
を
つ
ま

み
で
飲
ん
で
い
る
旦
那
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
酒
屋
が
近
く
に
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
酒
の
購
入
と
言
え
ば
現
在
花
瓶(

下
写
真
の

下
側)

と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
遠
く
北
海
道
の
民
族
資
料

館
で
見
掛
け(

下
写
真
の
上
側)

ま
し
た
。
そ
こ
に
説
明
書
き
と
し

て
、
酒
を
量
り
買
い
す
る
た
め
の
瓶
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
瓶

を
持
っ
て
毎
日
酒
を
買
い
に
行
っ
て
た
の
で
し
ょ
う
。
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お
話

夕
暮
れ
外
仕
事
か
ら
お
か
み
さ
ん
が
帰
っ
て
来
る
。
井
戸
端
で
手
を
洗
い
酒
便
を
持
っ
て
出
掛
け
る
。
酒
を
一
合
買
っ
て
帰
り
道
に

カ
マ
ボ
コ
と
ウ
ル
メ
を
買
い
求
め
家
に
戻
り
、
カ
マ
ボ
コ
を
切
っ
て
酒
瓶
と
一
緒
に
ち
ゃ
ぶ
台
に
置
き
夕
食
の
準
備
を
始
め
る
。
旦
那

が
戻
り
、
ち
ゃ
ぶ
台
の
酒
を
カ
マ
ボ
コ
を
つ
ま
み
で
飲
み
始
め
る
。
子
供
達
も
戻
っ
て
く
る
。
お
か
み
さ
ん
焼
け
た
ウ
ル
メ
を
渡
す
。

暗
く
な
り
裸
電
球
を
点
け
る
。
カ
マ
ド
の
飯
が
炊
け
家
族
四
人
の
夕
食
が
始
ま
る
。
一
日
の
出

来
事
を
話
し
、
お
か
み
さ
ん
後
片
付
け
、
電
気
を
消
し
皆
床
に
就
く
。
朝
、
食
事
を
待
つ
間
、

旦
那
が
昨
日
の
買
物
を
聞
き
な
が
ら
家
計
簿
を
付
け
る
。
「
今
日
は
御
祝
い
だ
か
ら
て
ん
ぷ
ら

の
ご
馳
走

お
米
も
無
く
な
っ
た
」
と
お
か
み
さ
ん
が
言
う
。

旦
那
は
懐
か
ら
金
を
出
し
渡
し
仕
事
に
出
掛
け
る
。

◆
断
⽚
・
買
物
リ
ス
ト

前
項
の
家
計
簿
で
安
岡
が
山
北
で
購
入
し
た
家
計
簿
で

な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
食
べ
物
な
ど
日
用
品
を
購
入
し
た

記
録(

下
写
真
上
側)

が
あ
り
ま
し
た
。
正
月
か
ら
九
月
ま
で

の
記
録
で
す
。
「
書
出
し
」
で
始
ま
る
の
で
、
家
計
簿
の
記

録
で
な
く
請
求
書
と
推
定
し
ま
す
。
資
料
は
後
が
切
れ
て
お

り
九
月
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
多
分
一
年
分
の
請
求
書
、

と
す
る
と
年
単
位
で
ツ
ケ
買
い
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
品
名
、
個
数
と
そ
の
代
金
が
記
載
さ
れ
、
貨
幣
の
単
位

が
匁
・
分
・
厘
で
す
の
で
藩
政
時
代
で
し
ょ
う
。
購
入
し
た

品
、
日
付
、
個
数
を
次
に
示
し
ま
す

・
と
を
婦(

豆
腐)

を
正
月
廿
五
日
、
二
月
十
一
日
、

七
月
十
三
日
、
九
月
八
日
に
六
丁
、
三
丁
、
弐
丁
、

六
丁
と
九
月
ま
で
に
十
七
丁
購
入

・
酢
を
九
月
ま
で
に
三
升
、
壹
升
弐
合
、
弐
升
、

六
合
五
勺
、
八
合
、
七
合
、
七
合
。
壹
升
六
合
、

七
合
と
三
四
半
期
で
一
斗
一
升
三
合
五
勺
購
入

＊
醤
油
、
味
噌
は
自
家
製
し
て
い
ま
し
た
。
酢
は
自
家
製
が

で
き
な
い
の
か
。
そ
れ
で
も
こ
ん
な
に
使
う
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。

・
刻
た
ば
こ
、
た
は
こ(

た
者
古)

毎
月
壹
斤
ほ
ど
購
入

一
斤
＝
百
六
十
グ
ラ
ム

＊
廣
助
の
旅
日
記
で
キ
セ
ル
の
お
土
産
が
あ
り
し
た
。
「
た

ば
こ
」
購
入
の
ル
ー
ト
は
あ
っ
た
の
で
す
。

・
そ
ふ
め
ん

六
月
、
七
月
に
購
入

個
数
の
記
載
無
し

「
そ
う
め
ん
代
」
と
記
載

・
玉
子

五
月
に
一
回
購
入

貴
重
品
か

そ
の
個
数
蘭
に
十
代
と
あ
る
。
単
位
不
明
。

・
不
明
の
品

三
十
瓦
か
け
、
白
梅
乙

移
動
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
な
行
商
が
き
て
い
た
ん
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
注
文
通
販
み
た
い
の

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
日
用
食
品
と
違
っ
た
品
が
が
書
か
れ
た
下
張
り
が
あ
り
ま
し
た(

左
写
真
下
側)

。
正
確
に
全
文
翻
刻
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出
来
て
い
な
い
の
で
、
不
明
点
多
い
の
で
す
が
、
同
じ
形
式
の
下
張
が
何
枚
が
あ
り
前
項
の
日
用
品
で
な
い
名(

蚊
や
、
碁
盤
、
萌
黄
、

上
男
物
、
藍
な
ど)

と
そ
の
代
金
が
数
ヶ
月
に
渡
り
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
月
に
〆
百
貫
・
・
と
締
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
文
字

が
切
れ
て
い
ま
す
が
「
右
之
通
り
引
合
■
■
」
と
読
め
ま
す
。
品
が
雑
多
で
一
つ
の
店
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
請
求
書
で
は

な
い
と
す
る
と
、
最
後
の
引
合
の
文
字
が
気
に
な
り
ま
す
。
関
連
の
下
張
を

日
付
け
な
ど
で
繋
げ
、
翻
刻
し
な
い
と
何
の
文
書
か
確
定
で
き
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
も
ツ
ケ
で
の
購
入
に
見
え
ま
す
。
盆
と
正
月
の
支
払
い
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

◆
断
⽚
・
算
術

算
目
録
の
勉
強
帳(

下
側
写
真)

に

一
ン
七

九
々
八
拾
一

一
ン
九

四
九
卅
六

一
ン
四

六
九
五
十
四

一
ン
六

と
あ
り
ま
す
。
イ
ン
イ
チ
ガ
イ
チ
、
イ
ン
ニ
ガ
ニ
・
・
・
と
声
出
し
て
や
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。
写
真
下
左
が
そ
の
表
紙
で
中
心
の
両
側
に
点
々
と
穴
が

開
い
て
い
ま
す
。
四
つ
折
り
に
し
て
綴
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
表
紙
に
「
文

政
八
年

□
一

乙
酉

十
二
月
吉
日

算
目
録
」
と
あ
り
ま
す
。
何
か
教

本
を
写
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
十
一
之
段
、
上
に
十
二
之
段
の
区
切
り
、

「
引
」
「
倍
」
「
戻
」
な
ど
機
能
が
不
明
な
文
字
が
あ
り
ま
す
が
、
藩
政
時

代
も
掛
算
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
見
付
け
た
資
料
で
は
な
い
で
す
が
、
算
術
関
連
の
本
で
天
保
五
年

に
発
行
さ
れ
た
本
「
算
法
出
世
實
大
全
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
「
開
立
九
九
の
声
」
の
頁
が
あ
り

二
二
が
四
で
な
く
八
、
三
三
が

九
で
な
く
二
十
七
、
三
乗
の
九
九
で
す
。
別
頁
に
木
の
高
さ
測
定
問
題
が
出

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
角
度
測
定
の
分
度
器
が
必
要
で
す
。
そ
れ
を
恒
之
進

が
江
戸
で
「
凡
分
度
」(

下
写
真
左)

を
購
入
し
て
い
ま
す
。

高
さ
測
定
は
三
角
関
数
の
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
問
題
で
す
。
三
角
関
数
は
中

学
の
学
習
と
思
い
ま
す
が
、
一
般
に
こ
の
レ
ベ
ル
出
来
て
い
た
の
で
す
ね
。

三
角
関
数
表
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

暦
の
算
出
式
は
閉
鎖
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
も
う
少
し
複
雑
な
計
算
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

以
上


